
 

 

 

 

 

 

西尾張ブロック 

ボランティアフェスティバル 
＜開催テーマ＞ 

心をつなぐボランティア 
～みんなで考えよう!! 今だからこそできること～ 

 

会場・オンライン同時開催 

２０２１年12/18（土） １２：３０～１６：２０ 

会場／名古屋文理大学文化フォーラム 中ホール 
（稲沢市民会館 ／ 住所：稲沢市正明寺三丁目１１４番地   TEL：0587-24-5111） 

主催／令和３年度西尾張ブロックボランティアフェスティバル推進委員会 

西尾張ブロック１４市町村社会福祉協議会 
一宮市・津島市・犬山市・江南市・岩倉市・愛西市・弥富市・あま市・大口町・扶桑町・大治町・蟹江町・飛島村・稲沢市 

後援／社会福祉法人愛知県社会福祉協議会・稲沢市 

 
※本フェスティバルは（福）愛知県社会福祉協議会の福祉基金による助成金及び１４市町村社会福祉協議会による負担金等を用いて開催します。 

【内容】 
●基調講演 

●シンポジウム （パネルディスカッション） 

●手話パフォーマンス （ステージ発表） 

※詳細は裏面をご覧ください。 

【定員】 

●オンライン定員／２００名 

〇会場参観定員／  ２５０名(事前申込必要)  

※会場での参観希望の方は、お住まいの地域の社会福祉協議会へお問い合わせください。 

なお、座席数の都合上、ご希望に添えない場合がございます。あらかじめご了承ください。 

【オンライン視聴の申し込み】 

下記 URL もしくは QR コードを読み取り頂き、表示された

Google フォームにて１２月１０日までにお申し込みくださ

い。 なお、定員を超えた場合は抽選となります。 

■URL： https://forms.gle/594Cr5Qk6MmbdLpTA 

参加費 

無 料 

 【申込QRコード】 



 

◆基調講演 １３：００～１４：００ 

「今だから考えたい ボランティア活動の豊かなカタチ 

   ～アフターコロナに向けての挑戦～ 」 

講師／ 大井 智香子 氏 

皇学館大学 現代日本社会学部 准教授  

＜プロフィール＞ 

日本福祉大学大学院 社会福祉学研究科修了（福祉マネジメント修士）。 

岐阜県社会福祉協議会職員として実務に従事後、中部学院大学短期大

学部准教授を経て、2017年 4月より現職。専門領域は地域福祉。  

◆シンポジウム（パネルディスカッション） １４：１０～１５：３０ 

ファシリテーター／大井 智香子 氏 

パネリスト／○高齢者分野     水野 幹希雄 氏 （音楽集団 ゆかいな仲間たち 代表）  

○子ども支援分野 杉崎 伊津子 氏 （わいわい子ども食堂 運営委員長）  

○環境分野       山内 晴雄 氏 （NPO法人祖父江のホタルを守る会 代表） 

○青少年分野     近藤 春佳 氏 （愛知県立大学 学生ボランティア） 

◆手話パフォーマンス（ステージ発表） １５：４０～１６：００  

出 演／〇愛知県立杏和高校ＪＲＣ部生徒 

〇ボランティア団体「長空ふろーか」 

 

【来場に際してのお願い】 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受付での検温及びアルコール消毒液での手指の消毒、会場内でのマスク着用

にご協力ください。また、新型コロナウイルス感染状況によっては、本フェスティバルを無観客で実施させていただくこと

もございますので、あらかじめご承知おきください。 

≪フェスティバルに関するお問い合わせは≫ 

社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会 TEL０５８７－２３－６７１３ 

今年度のボランティアフェスティバルでは、西尾張ブロック内で活動するボランティア

活動者が、ウィズコロナ時代においても創意工夫しながらボランティア活動を継続して

いけるよう、講演会やシンポジウムを通して学び、今後の活動のさらなる活性化を目指

すことを目的に開催します。 


